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論 文 内 容 の 要 旨 
 本稿では、観光空間には、他性や真正性、そして境界性や異種混淆性といった特長があり、その生産には空
間スケール、アイデンティティ、ポジショナリティ、文化ポリティクスの問題が密接に関係していると考えた。
そして、これらの視点を、資本主義社会における想像的かつ物質的な空間形成過程について論じたルフェーブ
ル(Lefebvre、 H.)の空間の生産論と接合させた枠組みを用いて、近代期における観光空間の生産過程について
の考察を、いくつかの日本の事例を取りあげて行った。 
 まず第Ⅰ章では、近代リゾートである和歌山県南部に位置する南紀白浜温泉を事例に、矛盾した性質をもつ
観光空間が、想像的かつ物質的に生産される過程を、他所イメージに注目して検討した。 
 近代期の南紀白浜温泉は、バトラー(Butler、 R.W.)の観光地域発展仮説の分類を用いると、①一部の有閑階
級などのみが訪れる明治時代に湯崎温泉の名が定着するまで続いた「探検期」→②鉄道や自動車などの交通機
関が漸次整備され、地方観光資本の白浜土地によって近代的開発が始まり、近代リゾートの白浜温泉が形成さ
れる「包含期」[大正8(1919)年から昭和8(1933)年]→③鉄道到達以降都市資本が参入して歓楽地化と大衆化が
進行し、南紀白浜温泉という名前が定着する「発展期」[昭和8(1933)年から昭和50(1975)年前後まで]、とい
う過程を経る中で形成されたと考えられた。そしてその他所イメージと場所神話に関して、①の探検期には自
然・素朴さ・伝統のイメージが他所性を創出し、温泉イメージと重なり合うなかで療養の場所神話を形成し、
②の包含期には近代都市大阪の黒さのイメージと対比される白良浜の白さの場所イメージが、近代女性や近代
的開発の白さのイメージ、そして理想的な他所としての西洋イメージと結びつくことで、恋愛や理想的な近代
的空間という境の場所神話を形成していたことが認められた。また③の発展期になると、白浜温泉が都市的な
近代空間になっていくなかで、より魅惑的な他所イメージとして南国イメージが発見され、それを強調するた
めに南国景観化事業が進展し、社会・文化的なコンテクストの変化に伴い、楽園、癒しや性的な奔放、新婚旅
行の聖地といった多様な場所神話を創出して観光客を惹き付けていたことが確認された。 
 この南紀白浜温泉の事例から、近代リゾートの生産過程においては、矛盾した近代的空間を生産するために、
交通機関の発達や土地開発によって空間の均質化を進行させると同時に、都市と他の競合する観光地との二重
の差異化を図るべく、より遠方の欲望が投影された他所イメージが喚起されるようになると考えられた。さら
に、近代リゾートのような観光空間の生産に際しては、その過程で多様な他性のイメージや都市的なイメージ
が投影されるため、結果として異種混淆性を特長とする近代におけるポストモダンの空間が創造されることが
判明した。 
 第Ⅱ章では、近代期の観光空間の生産に関わるより複雑な空間的な諸関係を、地方の工業都市であった戦前
期における和歌山市の観光都市化から検討した。 
 その結果、①和歌浦という自然景勝地が交通機関の発達を背景に大阪からの観光客の観光空間へ包含され、
 －336－
それが市域の拡張も相まって観光都市としての和歌山市の議論を勃興させたこと、②皇室との関係がために近
代的開発が進まなかった和歌浦の隣で、明治 43 (1910)年から新和歌浦という大阪からの観光客のための近代
的観光空間の創造がなされたこと、そしてこの観光都市化の過程のなかで、③和歌山城をはじめとするその他
の観光地の再発見もなされたこと、が確認された。さらにこの観光都市化に関しては、④東京から帰郷した喜
多村進などの移動によって観光客のまなざしを獲得した人物による、観光空間としての和歌山市という郷土の
発見があったこと、⑤住み良き街を目指した昭和 9(1934)年の都市美運動の過程で、主に和歌山城界隈をとり
あげるなかで和歌山市の観光都市化が喜多村たちによって提唱されていたこと、が認められた。加えて、⑥都
市美運動終息後に郷土の歴史に注目が集まり、戦時体制下においてナショナリズムと親和的な寺社仏閣が新し
い観光の目的地として再発見され、和歌山市東部に新たなる観光都市の焦点が生じはじめていたことも判明し
た。 
 この工業都市でもあった和歌山市の観光都市化の事例から、観光資源に乏しい地方都市の観光都市化には、
自然風景地のような大都市と差異化された場所を包含し開発することが重要であったことが見出された。さら
に、新たに開発された近代リゾートと異なり、多くの住民が存在する地方都市の観光地化には、観光客のまな
ざしが住みよき都市創造に利用されたり、他性を喚起すると同時に当該地域住民のアイデンティティやナショ
ナリズムと密接に関係する郷土のような地理的概念が深く介在する場合があったことが判明した。 
 第Ⅲ章では、観光空間の生産とナショナリズム、そして他所の心象地理の相互関係について、日本統治期の
台湾において昭和12(1937)年に指定された三箇所の国立公園の選定過程から検討を行った。 
 その結果、①台湾における国立公園地域の選定は、特定の地域の観光開発が大きな影響を与えると同時に、
内地における選定基準が適応されて、ナショナリズムと親和的な山岳的風景であることが重要になっていたこ
とが判明した。この山岳的風景の重視は、②国立公園の候補地選定を行った昭和11(1936)年の第一回台湾国立
公園委員会で、観光客誘致や自然保護という方針と関係づけつつ、台湾の特長である鵞鑾鼻を中心とする台湾
南部の熱帯的風景地を国立公園とすることが、台北帝国大学教授の早坂一郎をはじめとする台湾在住の知識人
から提起されていたが、日本という空間スケールにおける均質な国土空間生産の論理を重視するなかで、これ
らの主張は取り入れられる事がなかったこと、なかでも内務局嘱託の田村剛が山岳的風景地のみを選定するた
めに観光や自然保護の重要性を否定したことから、明瞭となった。また、このように田村剛が、早坂の意見に
反対するために観光の重要性を否定せざるをえなかったのは、③他性を求める観光客のまなざしが、特定の空
間スケールに依存せずナショナルな空間スケールを融解させる可能性も有していたためであると考えられた。 
 また（亜）熱帯に位置する台湾における山岳的風景という点に注目すると、④台湾における山岳は、環境決
定論の思想による熱帯的環境下における人種的廃退の考えや、母国内地への憧れが関係することで、内地のそ
れ以上に日本人としての心身の陶冶などのために重要であったことが判明した。ただし、⑤熱帯的風景の心象
地理は、悪環境である一方で憧れの楽園としても考えられていたため、山岳としての国立公園を主張していた
田村剛も、台湾の国立公園の観光地化のために、山岳的風景地に存在する熱帯的風景に注目していたことも見
出された。そして、台湾の国立公園の宣伝にあたっては、⑥観光客を惹き付けうる他性を喚起させるため、熱
帯的風景や原住民の存在にしばしば言及しており、そこを異種混淆の空間として表象していたことが確認され
た。 
 この台湾の国立公園の事例から、近代期における観光空間の生産においては、ナショナリズムの問題が深く
介在する国立公園という制度が利用されることで、国家のアイデンティティと結びついた特定の風景地（日本
においては山岳的風景地）が観光空間化されたことが判明した。また、均質化した国土空間の生産のために、
国家にとっての異質な風景地（日本においては熱帯的風景地）が国立公園から排除されたことも確認された。
さらに、南国が憧れと同時に退廃の恐怖を喚起するアンビバレントな心象地理であったために、（亜）熱帯地域
の植民地においては特に山岳が価値を有して国立公園適地になると同時に、熱帯的風景が観光資源として考え
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られて国立公園に組み込まれ、そこを異種混淆化したことが判明した。 
 第Ⅳ章では、文化・社会的コンテクストの変化に伴う、他性のイメージや場所神話、そしてアイデンティテ
ィの変容と、観光空間の生産の関係性を、沖縄を事例として検討した。 
 ①戦前期の沖縄への観光は、昭和12(1937)年に大阪商船が船舶を大型化・高速化させて沖縄視察団を企画し
た頃から活発となり、それによって「蘇鉄地獄」に代表される不況や亜熱帯の悪環境のイメージから、亜熱帯
の南国的で魅惑的でエキゾチックなイメージへと、沖縄のイメージが変容したことが確認された。また当時の
沖縄には女性的なエロティシズムの心象地理があり、そのイメージは男性観光客が訪れ利用することが可能な
那覇市の辻遊廓に投影され、そこが観光空間化されていったこと、さらに観光客は、このエロティックな楽園
としての沖縄の心象地理に、亜熱帯の野卑で奔放な女性のいる低位の悪環境という心象地理を織り込む傾向が
あったこと、が認められた。 
 ②戦中期においては、昭和14(1939)年月にはじまる柳宗悦を中心とした日本民芸協会同人の沖縄団体旅行
が、沖縄文化を日本本土の人々に宣伝したことで、当時の沖縄観光を促進させたことが確認された。また真正
な日本としての差異を求めて沖縄の観光地化を考えていた柳たちが、方言、墓地、沖縄の呼称問題について、
本土的な近代日本たらんとする沖縄県の役人や住民と意見を対立させていたため、沖縄観光がアイデンティテ
ィをめぐるポリティクスの問題に巻き込まれていったことが判明した。 
 ③米軍統治期においては、最初期においては戦跡観光が、昭和35(1960)年ごろからはショッピング観光が盛
んになったが、その将来展望については次第に疑問の声が挙がっていたことが確認された。また昭和37(1962)
年の千家哲麿による沖縄観光の分析では、戦災などの影響で沖縄の自然や文化財が破壊されて戦前期の観光資
源が失われているものの、亜熱帯植物を再生すると同時に海浜リゾートを創造することで沖縄の観光地化が果
たされるという方向性が示されていたことが認められた。特にこの海浜リゾートについては、本土からの観光
客が海の美しさを賞賛していたばかりでなく、参考にすべきハワイの存在や、米軍による先駆的な海浜リゾー
ト開発が影響を与え、昭和 40(1965)年に設定された政府立公園のうちの沖縄海岸政府立公園、昭和 43(1968)
年発表の沖縄観光開発五ケ年計画における海中公園計画や亜熱帯観光基地計画、昭和45(1970)年の沖縄海中公
園の開設と、亜熱帯植物に加えて特に海に注目した観光開発の方針が示され、具体的な観光施設が造られてい
たことが判明した。また同時に、琉球文化村の建設や首里城の復元など、沖縄の歴史や文化に注目した観光開
発の計画が発表されていたことも確認された。 
 ④本土復帰後においては、昭和50(1975)年に開催された海洋博が、産業として大きな期待が寄せられていた
沖縄の観光開発のための焦点とされていたこと、そして沖縄観光に重要な海と亜熱帯を中心としたイメージを
広く流布する装置となっていたことが判明した。また、米軍統治時代を経るなかで、本土と差異化された沖縄
的なものは、忌避されるものではなく、沖縄県住民のアイデンティティとして捉えられ、かつ観光も基地との
対比もあり歓迎されるようになっており、その状況において、海洋博における県出展の沖縄館などによって沖
縄文化が過去のロマンティックなものとして再創造されたことが認められた。そして博覧会後、航空会社の宣
伝などの影響で、亜熱帯の海のある海浜リゾートとして沖縄観光は発達し、また差異をもたらす沖縄独自のも
のとして注目された沖縄の歴史や文化に関する観光施設も創出されていたことが判明した。 
 この沖縄の事例から、近代期の観光空間の生産に際しては、文化・社会的状況の変化に応じて場所イメージ
やそれが喚起する場所神話が変容すると同時に、アイデンティティとの関係性から観光それ自体の地元民の捉
え方が変化し、かつ観光空間化の過程も大きく変容する、という場合があることが確認された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
地理学における観光研究は、英語圏においては「文化論的転回cultural turn」の影響によって1990年代
に活発になったことが指摘されている。地理学における文化論的な観光研究もこれらの研究の刺激をうけて
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行われ、空間、場所、景観といった空間的メタファーを用いながら、観光をテーマに他性の問題などについ
て多彩な議論を展開している。かつては人文地理学の理論的議論とは乖離したところで展開してきた観光地
理学も、近年では文化の問題に注目するなかで人文地理学における最先端の議論を取り込むようになり、か
つ人文地理学で議論される空間に注目した視座によって、観光研究に新しい知見を提供するようになってき
ている。この「新観光地理学new tourism geographies」を日本で本格的に最初に試みたのが本論文である。 
理論的な考察では、観光空間が、他性や真正性、そして境界性や異種混淆性といった特長を有しており、
その生産には空間スケール、アイデンティティ、ポジショナリティ、文化ポリティクスの問題が密接に関係
していることを論じている。そしてこれらの視点を資本主義社会における想像的かつ物質的な空間形成過程
について説明したH.ルフェーブルの空間の生産論と接合させた枠組みを用いて、近代期における観光空間の
生産過程についての考察を、いくつかの日本の事例を取りあげて行っている。 
観光空間を読み解くために、他性とアイデンティティ、空間スケールと異種混淆性、真正性とポジショナ
リティ、境界性と場所神話という対概念を対置させ、その説明については新たな知見をもたらしており、豊
富な英語文献を渉猟した成果が開花していると評価できる。しかしこの概念の対置が有効なのかどうかとい
うことに関しては、観光研究に応用するときにある程度便宜的に使い分けた対概念として限界があることが
表明された。その説明は妥当なものと判断している。 
 第Ⅰ章では、近代リゾートである和歌山県南部に位置する南紀白浜温泉を事例に、明治の草創期から戦後
期までに、観光空間がどのように生産されたのかを、他所イメージと場所神話に注目して検討したものであ
る。初期には自然・素朴さ・伝統のイメージが他所性を創出し、温泉イメージと重なり合うなかで療養の場
所神話を形成したこと。次に都市大阪の黒っぽいイメージと対比される白良浜や近代女性という白さの場所
イメージが、西洋イメージと結びつくことで、恋愛や理想的な近代的空間という境の場所神話を形成したこ
と。そして戦後には南国イメージを強調した楽園、癒しや性的な奔放、新婚旅行の聖地といった多様な場所
神話を創出したことを叙述する。草創期の本田静六らの開発計画や、白浜土地開発会社などの作り手の議論
も組み込まれ、より遠方の欲望が投影された他所イメージを喚起し、多様な他性のイメージや都市的なイメ
ージを投影しながら、結果として異種混淆性を特長とする観光空間が創造されることを明らかにした。白浜
をこのような切り口で分析するのは初めての試みであり、史料的な新たな発掘も含め開発過程に新知見をも
たらしたという意味でも高く評価できる章である。 
 第Ⅱ章は、明治期以降工業都市として発展する和歌山市を対象に、大阪との結びつきと、和歌浦という名
勝旧跡を有している自然景勝の空間の開発の解明を行い、和歌山市全体の観光都市化の言説を分析するとい
った少々込み入った内容となっている。画期は明治末期から開発に急展開を見せた新和歌浦の開発にあり、
市内電車を通じての大阪との結びつきが観光化の機運をうながしたことや、地元資本家たちの新和歌浦とい
う新しい近代的観光空間の創造が詳細に叙述される。そうした観光都市化の過程で、和歌山城の観光資源と
しての再発見、さらには東京から帰郷した知識人としての喜多村進によって、観光空間としての和歌山市と
いう郷土の発見、都市美運動やナショナリズムと親和的な寺社仏閣が新しい観光の目的地として再発見され
ることを明らかにしている。大都市と差異化された場所の開発が重要であり、知識人のまなざしが住みよき
都市創造に利用されたり、他性を喚起することを説得的に述べている。言説分析が観光地開発の分析に比し
やや弱いことは否めないが、和歌山市の近代を新たな観点から一都市空間レベルで照射しながら、その近代
都市化をあきらかにしたものとして評価できる。 
 第Ⅲ章では、日本統治期の台湾において1930年代の三箇所の国立公園選定過程から、台湾における観光空
間の生産と植民地下のナショナリズムとの関係、そして他所の心象地理の間の相互関係について検討を行っ
ている。台湾や日本で所蔵される文献資料を駆使し、選定過程がそれに関わる人物への分析も踏まえて詳細
に紹介される。特筆すべき分析結果は、内地における選定基準を適応して、それが結局日本のナショナリズ
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ムと親和的な山岳的風景が推奨されたこと、台湾南部の熱帯的風景地が在台の知識人が推奨したのにもかか
わらず、台湾での観光や自然保護の重要性が否定されたことなどである。その分析には圧倒されるものがあ
る。この選定過程で露出した矛盾ある議論として、山岳としての国立公園化と、観光地化としての熱帯的風
景の取り込みという点が対立し、結局は異種混淆の空間が生産されたことを明らかにしている。台湾の国立
公園化をこれほど詳細に捉えた研究は初めてであり、台湾の研究者からも注目された質の高い内容とこの章
は評価できる。 
 第Ⅳ章も、戦前から戦後の沖縄を対象にした観光空間の生産の問題を、他性のイメージや場所神話、そし
てアイデンティティの変容とからめて、観光空間の生産の関係性を、沖縄を事例として検討している。「蘇鉄
地獄」の不況や亜熱帯の悪環境のイメージから、亜熱帯の南国的で魅惑的でエキゾチックなイメージへの変
容、那覇市の辻遊廓に収斂される女性的なエロティシズムの心象地理が活写される。また戦中期、柳宗悦ら
の沖縄での活動が、方言、墓地、沖縄の呼称問題について、本土的な近代日本の真正性との対立をはらみ、
沖縄観光そのものがその後アイデンティティをめぐるポリティクスの問題に巻き込まれていったことを明ら
かにした。この分析は研究史上初めての成果として評価される。戦後は、戦跡観光、ショッピング観光の隆
盛から、亜熱帯植物の再生すると同時に海浜リゾートを創造するという沖縄の観光資源の将来のあり方が示
され、最終的には、海洋博につながり、それが沖縄観光の海と亜熱帯を中心としたイメージを広く流布する
装置となっていたこと指摘している。変転著しい沖縄の観光をめぐる言説と場所イメージに対して多くの素
材を提示し、場所イメージやそれが喚起する場所神話が変奏することと、それが沖縄アイデンティティと本
土のアイデンティティとの相克のなかから、地元民の捉え方やその対応も大きく影響を受けたことを、理論
的な枠組みをバックにうまく描いている。近代日本という枠組みに果たしてこの沖縄の素材がどれほどフィ
ットするのか、近代概念の問い直しも必要であるとの指摘もあったが、今後沖縄の観光研究の深化には一定
程度の貢献を果たしたのではないかと評価できる。 
 総じて、近年の人文地理学の理論的最先端を適切にキャッチしながら、そうした傾向を受けることがもっ
とも弱かった観光地理学に、理論的にも、そして実証的にも新風を吹き込んだことは高く評価されよう。白
浜や台湾の分析で見せた資料の渉猟の卓抜さと、言説分析をうまく展開できる能力も、その分析のもたらす
評価のあやうさを斟酌しても、前向きに評価できる。これも観光地理学の革新に大いに貢献したものと評価
したい。 
 
 以上の所見により、本論文は、大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
